
アマモサミット・プレワークショップ 2006

海辺の自然再生に取り組んでいる各地の活動を見る
ーアマモ場再生活動を中心としてー

平成 18（2006）年 12月 1日（金）~3日（日）

関係者各位。
　このたびは、表記のプレワークショップに事前登録、お問い合せを頂きありがとう
ございます。また、ご講演などをお引き受けいただいた方には、お礼申し上げます。

　開催期日まで残りわずかになりましたが、準備が進んでいます。
　ご参加下さる方のために直前のご案内を差し上げます。

アマモサミット・プレワ－クショップ2006　組織委員会
〒236-0027　横浜市金沢区瀬戸22-2、横浜市立大学

国際総合科学研究科、林研究室内
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組織委員会　代表　林　しん治

1.　プレサミットのプログラム

開催の内容をお知らせするチラシの電子版ができましたので、添付でお送りいたしま
す。周りの方にご周知下さればさいわいです。
プログラムの内容は、チラシの内容のとおりです。以下は、チラシのテキスト版です。

----

皆さんは海草の「アマモ」をご存じでしょうか？日本全国の沿岸には、かつて、アマ
モが茂り、小さな魚たちをはぐくむゆりかごとなっていました。私たちは、市民・企
業・学校・行政などが協働して、横浜市内に唯一残されている自然海岸の野島海岸、
その近くにある人工海岸の海の公園などで、すでに 5 年以上にわたって、アマモの種
をまき、苗を移植することによって海辺の再生に取り組んできました。少しずつその
成果も見えてきてはいますが、まだまだ、昔の海の賑わいを取り戻すには遠い現実が
あります。今回、私たちは、海辺の自然再生、とりわけアマモ場など海草の繁茂する
環境の再生に取り組んでいる日本国内のいろいろな地域の活動の実際を報告・紹介す
るために、「アマモサミット」を開催したいと考えました。今年はその準備のために、
「プレワークショップ」を行います。皆さん、どうぞご参加下さい。

1.　海辺の自然再生に向けたパネル展（企画展および公募展）
2.　市民・子ども達など地域の人々が支える自然再生活動の報告
3.　報告とパネル討論

「沿岸域での環境の再生・保全に対する取組の現状と課題」
4.　アマモ場再生関連施設等の見学会



会場 12月 1日、横浜市立大学　エクステンションセンター（みなとみらい、ランド
マークタワー13階）

12月 2日、横浜市立大学金沢八景キャンパス
12月 3日、現地見学会：神奈川県水産技術センター+ (独)港湾空港技術研究所

参加費無料（交流会は会費制で行います）
交流会費（会費制：一般 3000円、学生 1500円、高校生以下 500円）

事前登録：現地見学会および交流会については、事前登録が必要です

第一日目　12月 1日（金）13：00~20：00（受付開始、12：00）
「海辺の自然再生に向けたパネル展」および交流会
会場：横浜市立大学エクステンションセンター
（横浜市西区みなとみらい、ランドマークタワー13 階、みなとみらい線［みなとみ
らい］駅、または JR・市営地下鉄　桜木町駅、徒歩 10 分、ランドマークタワーのエ
レベータ Aにお乗り下さい）
13：00~17：30　「海辺の自然再生に向けたパネル展」
18：00~20：00　交流会　展示パネルを見ながら、会費制の交流会を開催します。

パネル展に並行して (社)マリノフォーラム 21 が担当する「アマモ類の自然再生ガイ
ドライン策定調査検討委員会」が開催されます（13：30~16：30、予定）。この委員会
の内容は、パネル展と交流会に参加される方には、会場で紹介されます。

第二日目　12月 2日（土）10：00~17：00（受付開始、9：30）
会場：横浜市立大学（金沢八景キャンパス）シーガルホール
（京浜急行　金沢八景駅から徒歩 5分）

　「第四回　横浜・海の森つくりフォーラム」
午前の部（10：00~12：00）

市民・子ども達・学生などによる自然再生活動の報告
(1) 地域住民が支える緑を守る活動（関ヶ谷市民の森愛護会）
(2) 2006舞岡・小網代—総合学科高校の夏（横浜清陵総合高校+大師高校）
(3) 山・川・里・海をつなぐ自然再生~大道小エコアップ作戦（横浜市立大道小学校）
(4) 西柴アマモ隊「まち」への発信（横浜市立西柴小学校特設クラブ「西柴アマモ隊」）
(5) 「アマモン」に夢を託して~FLL大会に参加~（エジソンズ (Edisons)）
(6) GRASSY世界に拡がる(横浜市立大学　市大アマモ隊　GRASSY)

午後の部（13：00~16：00）
沿岸域における環境再生・保全に対する取組の現状と課題
ーアマモ場再生活動を中心としてー

(1) 国内の事例紹介（陸奥湾・鳥取中海・岡山・広島・山口・博多湾・横浜）
(2) 総合討論「アマモサミットの実現に向けた課題と展望」
(3) 各地からの応援メッセージ
(4) アマモサミット・プレ宣言

「海辺の自然再生に向けたパネル展」（10：00~17：00）
講演会・報告会などに並行して、第一日目のパネルを継続して展示します



第三日目　12月 3日（日）09：00~15：00（予定）
「アマモ場再生関連施設等の見学会」*

桜木町駅または横浜駅　出発（集合：09：00 予定）~神奈川県水産技術センタ
ー(1)（城ヶ島）~（独）港湾空港技術研究所(2)（久里浜）~横浜駅で解散（15：
00~16：00頃を予定）

見学先：(1)　神奈川県水産技術センター（神奈川県三浦市城ヶ島養老子、アマモ水槽
など、種子・種苗生産の施設と内容の紹介） (2)（独）港湾空港技術研究所（神奈川
県横須賀市長瀬、人工干潟とアマモ水槽（メソコスム）の見学など）。

* 事前登録が必要です。先着順 50 名まで。参加費は無料ですが、昼食
代は各自ご用意下さい。詳細は事前登録された方にご連絡します。

主催　アマモサミット・プレワークショップ 2006　組織委員会
共催　金沢八景-東京湾アマモ場再生会議・NPO法人海辺つくり研究会

後援　神奈川県・国土交通省国土技術政策総合研究所・（社）マリノフォーラム
・（独）港湾空港技術研究所・（公）横浜市立大学・横浜市環境創造局

連絡先
アマモサミット・プレワークショップ 2006　組織委員会事務局（代表、林しん治）
〒236-0027横浜市金沢区瀬戸 22-2、横浜市立大学大学院 国際総合科学研究科 林
研究室 内
電話/Fax: 045-787-2380　E-mail: tokyowan@yokohama-cu.ac.jp

交流会と視察会に参加を希望される方は、E-mailまたは Faxで、必要事項（参加項目、
氏名、所属、学生の場合は学年、連絡先、その他連絡事項）を記載して、事務局まで
ご連絡下さい。

2.　パネル展（公募部分）への出展者の方に

◎　パネル展示ポスターのサイズ
幅 80 cm x 高さ 180 cm　以内で作成して下さい。
上部 15 cm 幅に、表題、発表者名、所属を明示して下さ
い。左上部に発表番号を貼付ける空間を空けて下さい。
（右図参照）
　パネル（ポスター）展示には、ピンやテープは使用で
きません。スチールの壁面にマグネット（比較的強力な
磁石を事務局が用意します）で貼付けます。したがって、
パネルは薄手の紙（通常の模造紙程度の）で作成して下
さい。なお、軽いボードで裏打ちしたものなど、他の素
材をお考えの場合はあらかじめ事務局までご連絡下さい。
特別に強力なマグネットを準備する必要があります。

◎　搬入：12月 1日（金）12：00~12：45
場所：横浜市大エクステンションセンター会場

表題、発表者、所属

15 cm

内容

幅80 cm以内
高さ 180cm以内



3.　交流会と見学会の参加申込について

参加を希望される方は、下記の項目を事前に登録して下さい。
登録先は：tokyowan@yokohama-cu.ac.jp
　　または Fax: 045-787-2380 （横浜市大、林研究室内、事務局）
登録締切：11月 24日（金）

◎　交流会
日時：第一日（12月 1日、金）18：00~20：00　 に開催します。
会費制（一般、3000円；学生、1500円；高校生以下、500円）。
会場では軽食と飲み物を用意します。パネルを見ながらの交流会です。
なるべくご参加下さるようにお願いします。

交流会参加申込（12月 1日、金、18：00~20：00）

氏名

所属

連絡先（E-mailなど）

分類：一般・学生・高校生以下

◎　見学会
日時：12月 3日（日）9：00　~　15：00または 16：00　頃（予定）
集合：8：50　桜木町横浜日石ビル前（ランドマークタワーの隣）
見学先：神奈川県水産技術センター（城ヶ島）・ (独)港湾空港技術研究所（久里浜）
解散：16：00頃までに、横浜駅または桜木町駅（予定）
参加費無料。貸切バスを利用します。昼食は途中のレストランに立ち寄りますの
で、各自ご負担下さい。先着 50名。

見学会参加申込（12月 3日）

氏名

所属

連絡先（E-mailなど）

その他連絡事項（あれば）


